
教 室 関 係

◇NEWS◇

§正井教授の転任 と井内助教授の着任
正井春夫先生は50年4月より筑波大学地球科学系の教授として転任されたが,なお併任教授とし

てひき続き講義を担当して来られた｡しかし10.月1日に井内昇先生が着任されたので併任を解かれ

た｡井内先生は昭和 33年東大理学部地理学科を御卒業,直ちlこ東京都の首都整備局に入られ約 10

年間首都圏の整備lこ従事された｡その間昭和36年には約 10ケ月ロンドン大学lこ.また昭和38年

- 39年にはレカゴ大学地理学大学院に留学された｡昭和43年より国会図書館調査局国土交通課で,

都市問題.住宅問題等を担当されて来た｡また昭和47年より外国語大学の講義も担当されている｡

正井先生のあとをうけて,地理学概訊 集落地理学.都市地理学等を講義されることゝなった｡

§およろこび三題
斎藤功先生は50年 5月東京教育大学より.理学博士の称号をうけられた｡学位論文は ｢東京集乳

圏の空間構造tこ関する地理学的研利 である｡

50年11月1日に本学創立 10.0.周年の記念式典が挙行され.当日名誉教授坂本信之先生は.永

年勤続 (30.年以上)の表彰をうけられた｡

元教授渡辺光先生は50年秋の叙勲で勲三等旭日中綬章を受章された｡ 1月17日の鼓話会の後教

官及び卒菓生約45名出席し,桜蔭会館で心ばかりの祝賀パーティを行った｡

§卒 業 論 文
1月17日提出の50年度の卒業論文の題目は次の通りである｡

石上まリ 神戸市の都市機能

大場とよ 山形県西川町の集落の変容

大森明子 長野県南佐久郡川上村の高冷地農業

岡田淳子 高梁川下流西岸地域の農業- 都市化による変化および果樹農業について-

斎藤範子 川越市の地理学的考察

坂井陽子 新潟の地域性に関する考察- 近世における叡市機能を中心に-

鈴木勢津子 福島県会津高田町の農業- 特 こ̀薬用人参 こ̀ついて-

高崎裕子 千葉県八街町の農業地理学的考察

山田智子 琵琶湖とその周辺の地誌- とくに琵琶湖西南岸の地域性Iこついて-

山本和子 山梨県南巨摩郡中富町の集落立地
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山口真帆子 伝統産業 ｢川遵漆器｣lこ表われた地域性の研究

清水明子 鳥海山麓の開拓地lこ関する地理学的研究

§教室の学内役職等
浅井先生は50年 4月より附属高校の校長を併任され 浅海先生が学科主任lこなられた｡また式先

生は一般教育委員長.評議員の要職に就かれた｡

学 会 関 係

氏 名 テ マ 学 会 誌 等

浅井 辰郎 アイスランド 雷雲冨墓武 芸 慧〟 ビル内の垂直気温分布と外気温との関係 (共)

〟 極北の珍鳥アイスランド 作楽 復刊19号

ASAⅠ触 m浅海 重夫 K.A.Diagram-An fkampleof竹le&Ographical SbrtTeXtoflGU.1976
一IQuantitiy . inM)scoⅣ

ニムー-㌔-ランド北島のテフラ分布地域の土壌 お茶大人文科学紀要 75巻3号

〟 中央日本の氷期段丘面の土壌に関する考察 日本の氷期の諸問題古今書院

浅海 重夫式 正英 土壌 .土壌学地形学進展の方向 万有首科大事典 18宇宙 .地球 小学館地理 20巻 1号

〟 水たまりから氷床まで 水の容れ物としての地形 水と人間1巻 2号

〟〟 日本アルプスの氷河地形 1974年秋季大会掘 ウム(共) 地理学評論 48巻 3号月刊百科 154号山地と山脈の違い

〟 瀧 帰れ自然へ 120号

〟〟 秤 呪 気健 化と地形および鵬 堆鯛 の敷地こ閃電 野 科研費報告書古今書院｢日本の氷期の諸問題｣ (編著)

〟 岩石氷河,気候段丘の地形的特色と意義 ｢日本の氷期の諸問題｣

井内 昇 ロンドンの再開発と新開発 ｢レフ7レンス｣/拓289

〟 1974年都市農村アミニチイ法 英国の立法紹介 ｢外国の立法｣
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